
正しい漢字で、字形を整

えて書くことができるよ

うになります。

く

前

漢
字
の
知
識
を
広
げ
る

解

答

書

〔
知
識
・
技
能
〕

名

〔
解
答
と
解
説
〕

・
黒
字
の
部
分
が
部
首
で
す
。

・
部
首
を
ま
ち
が
え
や
す
い
漢
字
の
例

一

①

・
「
糸
」
が
意
味
を
、
「
泉
」
が
音

初
（
○
か
た
な

×

こ
ろ
も
へ
ん
）

を
表
し
て
い
ま
す
。

聞
（
○
み
み

×

も
ん
が
ま
え
）

字
（
○
こ

×

う
か
ん
む
り
）

・
山
の
形
を
か
た
ど
っ
た
略
図
か
ら

案
（
○
き

×
う
か
ん
む
り
）

②

で
き
て
い
ま
す
。

三

①
右

Ａ

画
目

Ｂ

五

画

・
「
口
」
と
「
鳥
」
か
ら
成
り
、
お

③

ん
ど
り
が
時
を
告
げ
て
な
く
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。

②
馬

Ａ

画
目

Ｂ

十

画

（
口
＋
鳥
＝
鳴
）

④

・
「
木
」
に
｜
線
を
引
い
て
、
木
の

③
飛

Ａ

画
目

Ｂ

九

画

根
本
の
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。

④
何

Ａ

画
目

Ｂ

七

画

⑤

・
「
金
」
が
意
味
を
、
「
同
」
が
音

を
表
し
て
い
ま
す
。

⑤
快

Ａ

画
目

Ｂ

七

画

二

①

②

・
こ
こ
に
あ
げ
た
漢
字
は
、
筆
順
の
ま
ち
が
い

の
多
い
も
の
で
す
。
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③

④

四

①

②

⑤

・
①
は
点
画
を
略
し
た
り
、
つ
な
げ
た
り
せ
ず

に
書
い
て
あ
る
の
で
、
楷
書
で
す
。

か
い
し
ょ

・
②
は
楷
書
を
少
し
く
ず
し
て
続
け
て
書
い
て

あ
る
の
で
行

書
で
す
。

ぎ
ょ
う
し
ょ

知
っ
て
お
き
た
い
漢
字
の
知
識
①

◇
漢
字
の
成
り
立
ち

・
漢
字
の
成
り
立
ち
は
、
そ
の
作
り
方
か
ら
、
象
形
・

指
示
・
会
意
・
形
成
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◇
漢
字
の
部
首

・
漢
字
の
構
造
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
形
の
こ
と
で
、
意

味
の
上
か
ら
考
え
て
と
り
出
さ
れ
た
、
漢
字
の
共
通
部

分
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
漢
字
の
筆
順
の
原
則

①
上
か
ら
下
に
書
く
。

②
左
か
ら
右
に
書
く
。

③
横
と
縦
で
は
、
横
画
を
先
に
書
く
。

④
中
と
左
右
は
、
中
を
先
に
書
く
。

⑤
か
こ
む
形
は
先
に
書
く
。

⑥
は
ら
い
は
左
か
ら
先
に
書
く
。

⑦
つ
ら
ぬ
く
画
は
最
後
に
書
く
。

⑧
横
画
と
左
ば
ら
い
は
、
短
い
方
を
先
に
書
く
。

身に付けると…
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ア

イ

ウ

や
っ
て
み
よ
う

一

ア

ウ
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